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宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
﹁
は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

in
北
秋
田
﹂
が
11
月
19

日
、
鷹
巣
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
選
抜
さ
れ
た
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
が
元
五
輪
選
手
ら

に
よ
る
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
し
た
。
一
時
代
を
築
い
た
名
選
手
ら
に
挑
ん
だ
マ
マ
さ

ん
チ
ー
ム
に
会
場
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。︵
８
・
９
頁
に
関
連
記
事
︶。

�
元
五
輪
選
手
ら
を
相
手
に
は
つ
ら
つ
プ
レ
ー

﹁
は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
in
北
秋
田
﹂
で

森
田
淳
悟
さ
ん
▽

︵
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
輪

金
メ
ダ
リ
ス
ト
︶

河
西
昌
枝
さ
ん
▽

︵
東
京
五
輪

金
メ
ダ
リ
ス
ト
︶

井
上
譲
さ
ん

井
上
譲
さ
ん

井
上
譲
さ
ん

白
井
貴
子
さ
ん

︵
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
五
輪

金
メ
ダ
リ
ス
ト
︶
▽

ゼ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド

ゼ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド
・
ヨ
ー
コ
さ
ん

ヨ
ー
コ
さ
ん

廣�

紀
江
さ
ん

杉
山
明
美
さ
ん

杉
山
明
美
さ
ん

江
上
由
美
さ
ん

江
上
由
美
さ
ん

辻�

知
恵
さ
ん

知
恵
さ
ん

伊
藤
智
美
さ
ん

伊
藤
智
美
さ
ん

伊
藤
智
美
さ
ん

辻�

知
恵
さ
ん

ゼ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド
・
ヨ
ー
コ
さ
ん

杉
山
明
美
さ
ん

江
上
由
美
さ
ん
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伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
縄
文
時
代
後
期
前
半

（
今
か
ら
約
４
千
年
前
）
の
遺
跡
。
平
成

７
年
、
大
館
能
代
空
港
の
ア
ク
セ
ス
道
路

建
設
に
先
立
つ
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
、

４
つ
の
環
状
列
石
を
は
じ
め
配
石
遺
構
な

ど
、
多
く
の
祭
り
・
祈
り
の
施
設
が
見
つ

か
り
、
大
規
模
な
祭
礼
の
場
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
存
状
態
が
よ

く
学
術
的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、
平
成

13
年
に
は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
今
年
度
行
わ
れ
た
第
13
次
調
査
で
は
、

遺
跡
発
掘
現
場
の
中
央
部
に
位
置
す
る
環

状
列
石
Ｃ
の
西
側
を
重
点
的
に
調
査
、
こ

れ
ま
で
見
つ
か
っ
た
も
の
よ
り
大
き
い
、

６
ｍ
×
６
ｍ
の
方
形
の
配
石
遺
構
と
６
本

の
柱
穴
、
ま
た
別
の
場
所
で
も
直
径
約
５

ｍ
の
竪
穴
住
居
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
当
日
は
午
前
９
時
か
ら
指
導
委
員
及
び

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
同
遺
跡
の
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
）
の
メ
ン
バ
ー
ら

が
参
加
し
現
地
視
察
。
市
教
育
委
員
会
の

榎
本
剛
治
主
任
学
芸
員
が
発
掘
現
場
を
案

内
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
第
13
次
調
査
の
調

査
結
果
に
つ
い
て
委
員
に
報
告
し
ま
し
た
。 

　
調
査
委
員
会
は
こ
の
後
、
市
中
央
公
民

館
に
戻
っ
て
再
開
、
調
査
の
概
要
を
確
認

し
、
今
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
遺
跡
保
存
整
備
事
業
の
基
本
計
画

案
や
石
質
の
鑑
定
報
告
等
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、「
計
画
書
に
は

北
側
斜
面
に
ブ
ナ
を
植
え
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
当
時
は
こ
の
あ
た
り
に
は
ブ

ナ
は
な
か
っ
た
は
ず
。
む
し
ろ
ク
リ
や
ト

チ
、
ク
ル
ミ
な
ど
実
の
な
る
広
葉
樹
を
植

え
る
べ
き
」
「
下
草
も
大
切
。
カ
タ
ク
リ

や
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
ウ
バ
ユ
リ
な
ど
の
季

節
の
山
野
草
は
訪
れ
る
人
を
魅
了
す
る
」

な
ど
、
魅
力
あ
る
遺
跡
と
し
て
整
備
す
る

た
め
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

    

　
ま
た
、
今
回
の
委
員
会
で
は
伊
勢
堂
岱

遺
跡
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

ト
に
申
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
世
界
遺
産
と
は
、
１
９
７
２
年
の

ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
の

文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す

る
条
約
」（
世
界
遺
産
条
約
）
に
基
づ
い
て

世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
、
人
類

が
共
有
す
べ
き
普
遍
的
な
価
値
を
持
つ
遺

跡
や
景
観
そ
し
て
自
然
な
ど
。
日
本
で
は
、

奈
良
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
や
原
爆

ド
ー
ム
な
ど
の
文
化
遺
産
、
白
神
山
地
な

ど
の
自
然
遺
産
の
13
ヵ
所
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
世
界
遺
産
は
、
登
録
を
求
め
る
国
や
地

域
の
担
当
政
府
機
関
が
候
補
地
推
薦
・
暫

定
リ
ス
ト
を
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会

に
提
出
、
調
査
、
審
議
を
経
て
最
終
的
に

決
ま
り
ま
す
が
、
日
本
政
府
（
文
化
庁
）

か
ら
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
の
た
め
に
は
、

国
内
で
の
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
暫
定
リ

ス
ト
」
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

    

　
こ
こ
数
年
、
全
国
で
自
然
環
境
や
文
化

財
の
保
全
、
観
光
振
興
な
ど
を
目
的
と
し

て
暫
定
リ
ス
ト
に
登
録
す
る
た
め
の
運
動

が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
現
在
、

▽
平
泉
の
文
化
遺
産
（
岩
手
県
）
▽
古
都

鎌
倉
の
寺
院
・
神
社
ほ
か
（
神
奈
川
県
）

▽
彦
根
城
（
滋
賀
県
）
▽
石
見
銀
山
遺
跡

（
島
根
県
）
の
４
件
が
リ
ス
ト
に
搭
載
さ

れ
、
推
薦
を
待
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
富
士

山
な
ど
30
カ
所
以
上
で
リ
ス
ト
登
録
へ
の

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
も
、
複
数
の
ス
ト
ー
ン

サ
ー
ク
ル
を
有
す
る
な
ど
世
界
で
も
ま
れ

な
縄
文
時
代
を
代
表
す
る
史
跡
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
立
候
補
す
る
こ
と
に
し
た

も
の
で
す
。 

　
世
界
遺
産
登
録
ま
で
の
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
な
が
ら
榎
本
主
任
学
芸
員

は
、
「
登
録
の
要
件
を
考
え
る
と
伊
勢
堂

岱
遺
跡
だ
け
で
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
大
湯
環
状
列
石
や
小
牧
野
遺

跡
な
ど
北
東
北
、
北
海
道
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー

ク
ル
を
持
つ
遺
跡
と
連
携
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。 

　
委
員
会
の
小
林
委
員
長
は
、
「
国
際
的

に
も
日
本
の
縄
文
文
化
へ
の
関
心
は
高
く
、

伊
勢
堂
岱
遺
跡
も
資
格
は
十
分
に
あ
る
。

た
だ
、
登
録
の
た
め
に
は
、
地
元
で
の
熱

意
が
必
要
。
小
ヶ
田
駅
を
降
り
る
と
遺
跡

を
示
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
と
か
、
ま

ち
の
い
た
る
こ
と
ろ
に
遺
跡
の
シ
ン
ボ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て
い
る
な
ど
、

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
も
大
切
」
と
、

市
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

　
申
請
書
類
は
年
内
に
も
提
出
の
予
定
。

順
調
に
進
め
ば
来
年
６
月
に
は
暫
定
リ
ス

ト
へ
の
登
録
が
決
ま
り
ま
す
。 

平
成
18�
年
度
第
２
回
調
査
指
導
委
員
会

　
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
﹁
伊
勢
堂
岱
遺
跡
﹂

の
平
成

18
年
度
第
２
回
調
査
指
導
委
員
会
︵
委
員

長
＝
小
林
達
雄
國
學
院
大
学
教
授
︶
が
11
月
９
日
、

市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
委
員
に
よ
る
現
地
視

察
や
遺
跡
整
備
基
本
計
画
等
に
つ
い
て
の
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
複
数
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
を
有
す
る

な
ど
縄
文
時
代
を
代
表
す
る
遺
跡
と
し
て
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
申
請
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

■文化遺産（登録年）  

 (1）法隆寺地域の仏教建造物（H5） 

 (2）姫路城（H5） 

 (3）古都京都の文化財（H6） 

 (4）白川郷・五箇山の合掌造り集落（H7) 

 (5）原爆ドーム（H8） 

 (6）厳島神社（H8） 

 (7）古都奈良の社寺（H10） 

 (8）日光の社寺（H11） 

 (9）琉球王国の城・遺跡群（H12） 

 (10）紀伊山地の霊場と参詣道（H16）  

■自然遺産  

 (1）白神山地（H5） 

 (2）屋久島（H5） 

 (3）知床（H17） 

◎現在の日本の暫定リスト掲載物件  

「古都鎌倉の寺院・神社ほか」 

　(H4 神奈川県)  

「彦根城」(H4 滋賀県)  

「平泉の文化遺産」(H13 岩手県)  

「石見銀山遺跡」(H13 島根県)  

資料：日本ユネスコ協会連盟より   

11月11日には、静岡、山梨両県が富
士山を暫定リスト素案として文化庁に
提出しています 

伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
世
界
遺
産
に

伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
世
界
遺
産
に

遺
跡
整
備
に
は
カ
タ
ク
リ
や
フ
ク
ジ
ュ

ソ
ウ
な
ど
の
下
草
も
大
切
（
委
員
） 

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け

て
暫
定
リ
ス
ト
へ
の
申
請
手
続
き
を 

登
録
に
は
、
大
湯
、
小
牧
野
な
ど
北

東
北
、
北
海
道
の
遺
跡
と
も
連
携
を 

日本の世界遺産

伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
世
界
遺
産
に

年
内
に
も
登
録
の
た
め
の

暫

定

リ

ス

ト

に

申

請

しらかわごう ごかさん 

さんけい 

ひめじ 

グスク 

いわみ 

がっしょう 

いつくしま 

ほ
っ
た
て 

い
わ
み 

　
今
回
の
調
査
で
は
、
環
状
列
石
Ｃ
の
西
側

周
縁
部
を
重
点
的
に
調
査
、
こ
れ
ま
で
で
最

大
の
６
ｍ
×
６
ｍ
の
方
形
の
配
石
遺
構
と
直

径
１
ｍ
に
及
ぶ
６
ヵ
所
の
柱
穴
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
発
掘
現
場
で
は
こ
こ
を
「
大

神
殿
」
と
呼
び
、
環
状
列
石
と
の
位
置
関
係

な
ど
か
ら
祭
祀
に
関
係
す
る
役
割
を
持
っ
た

掘
立
柱
建
物（
地
面
に
穴
を
掘
り
、柱
を
立
て

て
上
屋
を
つ
く
る
形
式
）
の
跡
で
は
な
い
か

と
の
推
測
の
も
と
で
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
遺
跡
整
備
基
本
計
画
の
協
議
な
ど
が
行
わ

れ
た
平
成
18
年
度
第
２
回
調
査
指
導
委
員
会
。

整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
当
時
周
辺
に
生
い

茂
っ
て
い
た
樹
木
や
山
野
草
を
植
栽
し
、
魅

力
あ
る
遺
跡
公
園
に
す
る
こ
と
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
湯
環
状
列
石

な
ど
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
を
持
つ
遺
跡
と
連

携
し
な
が
ら
、
世
界
遺
産
の
登
録
に
向
け
て

手
続
き
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

▲
 

▲
 

柱穴 

「大神殿」のような今年度の調査で発見された配石遺構と柱穴 

いろり 
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「
第
１
回
小
学
校
再
編
整
備
計
画

検
討
委
員
会
」
が
11
月
７
日
、
市
中

央
公
民
館
で
開
か
れ
、
市
立
小
学
校

を
適
正
規
模
に
再
編
す
る
計
画
に
つ

い
て
の
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　 

　
市
立
小
学
校
の
学
校
数
は
現
在
、
鷹
巣
地

区
が
７
校
、
合
川
地
区
４
校
、
森
吉
地
区
３

校
、
阿
仁
地
区
２
校
の
16
校
。
児
童
数
は
、

昭
和
34
年
の
１
万
１
千
１
４
７
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
に
転
じ
、
平
成
17
年
度
は
１
９

３
８
人
と
、
20
％
以
下
に
ま
で
減
少
し
、
学

校
の
小
規
模
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状

を
踏
ま
え
、
昨
年
８
月
、
学
校
の
小
規
模
化

よ
っ
て
学
校
運
営
や
指
導
態
勢
に
難
し
さ
が

生
じ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
今
後
到
来
す
る

校
舎
の
改
築
に
備
え
る
た
め
、
小
学
校
再
編

整
備
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
、
市
立
小

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

　
検
討
委
員
会
は
、
市
教
委
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
ま
と
め
た
再
編
整
備
計
画
の
素
案
を
地

域
住
民
に
示
し
、
今
後
の
学
校
の
あ
り
方
な

ど
に
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
た
め
の
組
織
と

し
て
発
足
し
た
も
の
で
す
。 

　
初
会
合
と
な
っ
た
こ
の
日
の
検
討
委
員
会

で
は
、
岸
部
市
長
が
委
員
一
人
ひ
と
り
に
委

嘱
状
を
交
付
し
た
あ
と
、
市
教
育
委
員
会
の

三
澤
教
育
長
が
、
ピ
ー
ク
時
か
ら
９
千
人
も

の
児
童
が
減
っ
た
状
況
に
触
れ
な
が
ら
、
集

団
教
育
を
維
持
し
、
適
正
な
学
校
環
境
を
整

備
す
る
た
め
に
再
編
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
説
明
、
検
討
会
に
入
り
ま
し
た
。 

　
検
討
委
員
は
、
各
地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治

会
、
学
校
関
係
者
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
た
20

名
。
は
じ
め
に
互
選
に
よ
り
委
員
長
、
副
委

員
長
を
決
め
た
あ
と
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

　
委
員
か
ら
は
「
素
案
は
よ
く
ま
と
ま
っ
て

い
る
が
、
子
ど
も
の
視
点
も
入
れ
検
討
す
べ

き
」
「
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
良
さ
も
あ
る
。

複
式
学
級
に
つ
い
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
の
両
方
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
素
案
は
平
成
18
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の

10
年
計
画
。
前
期
５
年
で
現
在
の
16
校
を
11

校
に
、
後
期
で
さ
ら
に
２
校
を
統
合
し
、
９

校
に
再
編
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
検
討
委
員
会
で
は
こ
の
後
年
度
内
に
３
回

委
員
会
を
開
催
し
、
ま
と
め
た
意
見
を
岸
部

市
長
に
答
申
し
ま
す
。  

　
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

■
鷹
巣
地
区 

　
櫻
庭
圭
介
　
秋
元
優
香
子
　
菅
原
久
美
子

　
畠
山
孝
秀
　
中
嶋
浩
文
　
佐
藤
禎
司 

　
佐
藤
光
悦
（
副
委
員
長
） 

■
森
吉
地
区 

　
伊
藤
幸
信
　
柳
山
敏
幸
（
委
員
長
） 

　
三
浦
冨
雄 

■
阿
仁
地
区 

　
佐
藤
信
夫
　
松
橋
時
美  

■
合
川
地
区 

　
疋
田
武
志
　
松
岡
良
寿 

　
山
岡
多
郎
右
エ
門
　
畠
山
俊
明 

■
市
内
一
円 

　
出
川
幸
三
　
萩
野
秀
実
　
松
橋
悦
子 

　
佐
藤
征
太
郎 

▲検討委員に委嘱状を手わたす岸部市長（11月7日） 

小
学
校
再
編
整
備
計
画
検
討
委
員
会
が
発
足

委
員
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
、
学
校
関
係
者
な
ど
20
名

計
画
素
案

︵
前
期
５
年
︶
16
校
　
11
校
に

︵
後
期
５
年
︶
11
校
　
９
校
に

再
編

鷹 巣  

鷹 巣 西  

鷹 巣 東  

綴 子  

鷹巣中央 

竜 森  

鷹 巣 南  

米 内 沢  

浦 田  

前 田  

阿 仁 合  

大 阿 仁  

合 川 東  

合 川 西  

合 川 南  

合 川 北  

１６校 

鷹 巣  

鷹 巣 西  

鷹 巣 東  

綴 子  

鷹巣中央 

 

 

 

 

前 田  

阿 仁 合  

大 阿 仁  

 

 

 

 

１１校 

 

 

 

鷹 巣 東  

綴 子  

 

 

 

 

 

前 田  

阿 仁 合  

大 阿 仁  

 

 

 

 

９校 

 

現　状 

17年度 

前　期 

18～22年度 

後　期 

23～27年度 

今後１０年間の小学校再編構想（案） 

 
鷹巣南 

鷹巣南 

米内沢 米内沢 

（既存校舎） 

（既存校舎） 

（新築） 

（新築） 

鷹　巣 
（既存校舎） 

（新築） 
合　川 合　川 

■
食
料
品
（
41
品
目
） 

▽
樹
氷
の
雫 

▽
い
ぶ
り
た
け
の
こ 

▽
な
ん
こ
鍋 

▽
マ
タ
ギ
の
里 

　
　
り
ん
ご
っ
こ
ジ
ュ
ー
ス 

▽
マ
タ
ギ
の
里
焼
き
り
ん
ご 

▽
清
酒
「
安
の
滝
」 

▽
純
米
酒
「
安
の
滝
」 

▽
純
米
酒
「
阿
仁
川
」 

▽
マ
ル
メ
ロ
ケ
ー
キ 

▽
笑
内 

▽
ル
・
デ
セ
ー
ル 

▽
天
鳴
太
鼓 

▽
焼
き
あ
ゆ 

▽
太
鼓
の
サ
ブ
レ 

▽
さ
る
倉
焼 

▽
異
人
館
物
語 

▽
比
内
地
鶏
卵
油 

▽
カ
ル
シ
ウ
ム
卵
油 

▽
ス
ッ
ポ
ン
卵
油 

▽
烏
骨
鶏
卵
マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

▽
そ
ば
だ
ま
こ
セ
ッ
ト 

▽
あ
ゆ
う
る
か 

▽
あ
ゆ
甘
煮 

▽
あ
ゆ
ず
し 

▽
わ
さ
び
漬
ス
パ
ウ
ト 

▽
わ
さ
び
の
り
ス
パ
ウ
ト 

▽
わ
さ
び
味
噌
ス
パ
ウ
ト 

▽
わ
さ
び
テ
ト
ラ
セ
ッ
ト 

▽
山
女
魚
甘
露
煮 

▽
秋
田
グ
ル
メ
み
そ 

▽
き
り
た
ん
ぽ
鍋
セ
ッ
ト 

▽
し
し
と
う
ラ
ー
メ
ン 

▽
し
し
と
う
ソ
フ
ト 

▽
太
鼓
ま
ん
じ
ゅ
う 

▽
比
内
地
鶏
ス
ー
プ 

▽
比
内
地
鶏
ご
飯 

▽
竜
ヶ
森 

▽
縄
文
の
跡 

▽
く
る
み
館
餅 

▽
森
吉
の
月 

▽
米
代
う
ど
ん 

■
工
芸
品
（
４
品
目
） 

▽
山
刀 

▽
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス 

▽
又
鬼
山
刀 

▽
フ
ク
ロ
ナ
ガ
サ 

 

　
平
成
20
年
春
に
開
催
予
定
の
第
59
回

全
国
植
樹
祭
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
愛

称
と
大
会
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
が
こ
の
ほ

ど
決
定
し
、
県
の
全
国
植
樹
祭
推
進
室

か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
募
集
さ
れ
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、

市
原
麻
奈
美
さ
ん
（
東
京
都
）
の
作
品

が
選
ば
れ
、
こ
の
マ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ

に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
が
平
成
18
年
４
月

24
日
か
ら
８
月
31
日
の
期
間
、
県
内
で

募
集
さ
れ
、
選
考
が
行
わ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
応
募
数
は
５
１
８
点
。
審
査

の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
、
湯
沢
市
立

秋
ノ
宮
小
学
校
２
年
の
菅
真
帆
さ
ん
の

作
品
「
森
っ
ち
」
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　
大
会
ポ
ス
タ
ー
に
使
わ
れ
る
原
画
は
、

６
月
23
日
か
ら
９
月
８
日
の
期
間
、
県

内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
を
対
象
に
公

募
さ
れ
ま
し
た
。
応
募
数
は
45
点
。
最

優
秀
賞
に
は
本
市
・
竜
森
小
学
校
５
年

の
藤
本
勝
繁
君
の
作
品
「
大
き
な
木
を

か
こ
ん
で
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た

竜
森
小
は
、
大
阿
仁
小
学
校
と
と
も
に

特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

　
受
賞
し
た
藤
本
君
の
作
品
は
、
豊
か

な
森
の
中
で
ブ
ナ
の
巨
木
を
数
人
の
子

ど
も
た
ち
が
手
を
回
し
、
そ
の
大
き
さ

を
体
感
し
て
い
る
構
図
。
昨
年
の
夏
休

み
に
訪
れ
た
白
神
山
地
・
岳
岱
（
藤
里
町
）

の
ブ
ナ
風
景
林
の
ブ
ナ
の
木
を
み
ん
な

で
囲
ん
だ
と
き
の
記
憶
に
、
こ
れ
ま
で

訪
れ
た
森
の
樹
木
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね

合
わ
せ
て
描
い
た
そ
う
で
す
。 

　
大
会
ポ
ス
タ
ー
は
、
藤
本
君
の
原
画

を
も
と
に
来
年
度
制
作
さ
れ
、
全
国
の

関
係
機
関
な
ど
に
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

愛
称
は
「
森
っ
ち
」 

（
第
59
回
全
国
植
樹
祭 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
） 

愛称は「森っち」に決定!

第５９回全国植樹祭シンボルマーク
平成２０年春開催（会場：北欧の杜公園）

ポスター原画最優秀賞は、藤本勝繁君（竜森小５年）が受賞 

す
が 

ま 

ほ 

　
特
産
品
の
需
要
の
拡
大
及
び
品
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
北

秋
田
市
特
産
品
推
奨
認
定
制
度
」
で
、
推
奨
品
と
し

て
認
定
さ
れ
た
特
産
品
45
品
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
こ
の
制
度
の
概
要
と
審
査
の
模
様
を
広
報
き
た
あ
き
た
11
月

16
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

推
奨
認
定
特
産
品
45
品
目
を
ご
紹
介

う
こ
っ
け
い 

お
か
し
な
い 

な
が
さ 

じ
ょ
う
も
ん 

し
る
し 

だ
て
も
ち 

ま
た
ぎ
な
が
さ 

や

ま

め

か

ん

ろ

に

 

ポ
ス
タ
ー
の
原
画
は
、
豊
か 

な
森
の
巨
木
を
描
い
た
作
品 

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
藤

本
勝
繁
く
ん
（
竜
森
小
５

年
）
と
受
賞
作
品
「
大
き

な
木
を
か
こ
ん
で
」 

 

かつしげ 

もり 
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建
設
地
を
重
機
で
伐
採
 

▲
 ▲

 

　
伐
採
後
の
建
設
地
 

▲
 ▲

 

伐採範囲 

道路拡幅 

市
　
長
　
日
　
誌 

市
　
長
　
日
　
誌 

11/１ 
 

11/15
〜 

１
日
（
水
） 

２
日
（
木
） 

３
日
（
金
） 

　
　
　
　 

４
日
（
土
） 

５
日
（
日
） 

７
日
（
火
） 

　
　
　
　 

８
日
（
水
） 

　
　
　
　 

  

　 

 

　 ９
日
（
木
） 

　
　
　
　 

15
日
（
水
） 

 

秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
へ
出
席 

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
出
席 

北
秋
田
市
文
化
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
へ
出
席 

米
代
川
河
川
公
園
で
の
「
桜
の
木
記
念
植
樹
」
へ
参
加 

第
１
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
を
鑑
賞 

秋
の
火
災
予
防
運
動
（
鷹
巣
支
団
）
で
総
監 

11
月
定
例
記
者
会
見
を
開
催 

北
秋
田
市
小
学
校
再
編
整
備
計
画
検
討
委
員
会
に
出
席 

総
務
大
臣
と
秋
田
県
市
長
会
と
の
懇
談
会
へ
出
席 

秋
田
県
市
長
会
臨
時
会
議
に
出
席 

下
水
道
事
業
の
財
源
確
保
に
か
か
る
要
望
活
動
の
た
め

国
土
交
通
省
及
び
財
務
省
を
訪
問 

あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
in
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
へ
出
席 

自
治
体
病
院
危
機
突
破
全
国
大
会
へ
出
席 

北
秋
田
市
企
業
立
地
協
力
推
進
委
員
懇
談
会
へ
出
席 

県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
理
事
会
及
び

総
会
に
出
席 

受章おめでとうございます受章おめでとうございます
　
平
成
18
年
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
本
市
か

ら
は
、
地
方
自
治
功
労
で
元
森
吉
町
長
の
松
橋

久
太
郎
氏
（
米
内
沢
字
薬
師
下
）
が
旭
日
双
光

章
、
教
育
功
労
で
元
公
立
中
学
校
長
の
金
森
嘉

次
郎
氏
（
綴
子
字
田
中
）
と
更
生
保
護
功
労
で

現
保
護
司
の
畠
山
英
夫
氏
（
李
岱
字
李
岱
）
が

と
も
に
瑞
宝
双
光
章
、
消
防
功
労
で
元
鷹
巣
町

消
防
団
分
団
長
の
戸
嶋
與
志
夫
氏
（
坊
沢
字
水

上
沢
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。 

旭
日
双
光
章 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
４
年
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
期
12
年
森
吉
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
を
務
め
ら
れ
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
の
雇
用
の
場
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
に
重
点
を
置
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
誘
致
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。
Ｍ
Ｙ
テ
ッ
ク
及
び
関
連
企
業
の
誘

致
を
実
現
、
さ
ら
に
海
外
へ
シ
フ
ト
化
が
進
む
中
で

養
豚
事
業
国
内
最
大
手
・
フ
リ
ー
デ
ン
の
誘
致
に
成

功
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
10
年
に
は
町
は
も
と

よ
り
県
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
だ
誘
致
運
動
で
、
霊
峰

森
吉
山
に
、
皇
太
子
殿
下
を
招
い
て
日
本
最
大
の
ス

カ
ウ
ト
の
祭
典
「
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
昭
和
26
年
か
ら
米
内
沢
農
協
理
事
と
な
り
、

専
務
、
組
合
長
を
歴
任
、
米
内
沢
と
前
田
の
合
併
に

尽
力
さ
れ
、
初
代
組
合
長
と
し
て
地
域
農
業
振
興
な

ど
農
協
発
展
に
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。 

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
24
年
秋
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
師
範
学
校
卒
業
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
時
に
下
小
阿
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
校(

現
合
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
）
で
採
用
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
52
年
か
ら
合
川

北
小
学
校
長
、
54
年
か
ら
鷹
巣
中
央
小
学
校
長
、
57

年
か
ら
北
教
育
事
務
所
指
導
主
事
、
59
年
か
ら
山
瀬

小
学
校
長
、
62
年
か
ら
平
成
２
年
ま
で
鷹
巣
中
学
校

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
館
市
北
秋
田
郡

校
長
会
副
会
長
と
し
て
北
の
学
校
教
育
の
充
実
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
同
５
年
か
ら
17
年
ま
で
は
鷹

巣
町
と
北
秋
田
市
の
教
育
委
員
会
委
員
で
、
８
年
か

ら
委
員
長
と
し
て
教
育
施
設
の
整
備
、
教
職
員
の
資

質
向
上
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
な
ど
に
多
大
な
尽

力
を
さ
れ
教
育
行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
48
年
12
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
日
に
法
務
省
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
秋
田
保
護
区
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
護
司
に
任
命
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
現
在
ま
で
33

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
と
い
う
永
き
に

わ
た
り
、
非
行
、
犯
罪
を
お
か
し
た
人
た
ち
の
保
護

観
察
に
あ
た
り
、
改
善
、
更
正
、
指
導
と
援
助
に
献

身
的
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
秋
田
保
護
区

の
元
地
区
会
長
と
し
て
組
織
活
動
の
運
営
に
も
携
わ

ら
れ
、
平
成
７
年
か
ら
現
在
ま
で
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
評
議
員
と
し
て
献
身
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
強
い
責
任
感
と
た
ゆ
み
な
い
向
上
心
を
も
ち
、

保
護
司
関
係
者
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
か
ら

の
信
望
が
厚
く
、
保
護
司
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
格

者
で
あ
る
と
と
も
に
、
円
満
な
人
柄
が
尊
敬
さ
れ
て

い
ま
す
。 

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
21
年
に
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
村
警
防
団
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
用
さ
れ
て
以
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
42
年
間
に
わ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坊
沢
村
消
防
団
員
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷹
巣
町
消
防
団
員

と
し
て
消
防
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、

同
53
年
か
ら
は
副
分
団
長
、
55
年
か
ら
63
年
ま
で
分

団
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
消
防
の
使
命
を
よ
く
認

識
し
、
先
輩
団
員
の
日
頃
の
活
動
を
見
聞
き
し
、
自

ら
の
研
鑽
を
重
ね
る
ほ
か
、
火
災
に
備
え
い
ち
早
く

防
火
活
動
が
行
え
る
よ
う
消
防
機
械
・
器
具
の
点
検

は
も
と
よ
り
防
火
水
利
の
整
備
等
に
も
自
ら
進
ん
で

あ
た
り
、
地
域
住
民
の
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
消
防
団
員
の
予
防
活
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の

重
要
性
を
認
識
し
、
小
学
校
児
童
に
よ
る
「
火
の
用

心
」
や
火
災
の
未
然
防
止
の
た
め
の
防
火
座
談
会
等

の
開
催
に
参
画
し
、
地
域
住
民
の
防
火
思
想
普
及
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。 

瑞
宝
単
光
章 

戸嶋與志夫 氏 
（坊沢新屋敷町・78歳） 

瑞
宝
双
光
章 

瑞
宝
双
光
章 

畠山英夫 氏 
（合川李岱・74歳） 

金森嘉次郎 氏 
（田　中・76歳） 

松橋久太郎 氏 
（米内沢・79歳） 

　
市
で
は
、
３
年
後
の
平
成
21
年
10
月
の
開
院
を
目
指
し
、
北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）

の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
「
北
秋
田
市
医
療
整
備
基
本
構
想
」
に
も
と
づ
い

て
基
本
設
計
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
、
実
施
設
計
を
経
て
建
築
工
事
へ
と
進

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

「
基
本
構
想
」
の
内
容
や
こ
れ
ま
で
決
定
し
た
事
項
、
進
捗
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
建
設
事
業
に
つ
い
て
〈
そ
の
２
〉
 

契
約
工
期
　
平
成
18
年
９
月
12
日
〜
 

　
　
　
　
　
平
成
19
年
３
月
20
日
 

契
約
金
額
　
２
４
１
５
万
円
 

工
事
内
容
 

１
　
土
工
事
 

　
　
伐
開
・
除
根
工
、
表
土
す
き
と
り
工
、

　
　
掘
削
工
、
盛
土
工
、
法
面
工
 

２
　
排
水
工
事
 

　
　
管
き
ょ
工
、
接
続
工
、
ふ
と
ん
か
ご
工
、

 

　
　
蛇
か
ご
工
 

北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
 

　
一
次
造
成
工
事
に
つ
い
て
 

現在の進捗率　約70％ 

北
秋
田
市
医
療
整
備
基
本
構
想
と
進
捗
状
況
 

完成予想図 
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高橋 

有紀子さん 

廣　 

紀江さん 
杉山　 

明美さん 

井上　 

譲さん 江上　 

由美さん 

白井　 

貴子さん 
河西　 

昌枝さん 

森田　 

淳悟さん ゼッターランド　 

ヨーコさん 
辻　 

知恵さん 

佐伯　 

美香さん 

伊藤　 

智美さん 

熊沢　 

美穂さん 
高橋 

有紀子さん 

廣　 

紀江さん 
杉山　 

明美さん 

井上　 

譲さん 江上　 

由美さん 

白井　 

貴子さん 
河西　 

昌枝さん 

森田　 

淳悟さん ゼッターランド　 

ヨーコさん 
辻　 

知恵さん 

佐伯　 

美香さん 

伊藤　 

智美さん 

熊沢　 

美穂さん 
 

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ドリームチームの皆さんと鷹巣愛好会の皆さん ドリームチームの皆さんと鷹巣愛好会の皆さん 

▲森田さんにブ 
ロックの指導を 
受ける選手ら 
（ボールを持っ 
ているのがゼッ 
ターランドさん、 
右隣が江上さん 

　
鷹
巣
愛
好
会
の
津
谷
主
将
か
ら
花
束

を
受
け
取
る
河
西
さ
ん 

　
中
学
生
に
レ
シ
ー
ブ
の
技
術
を
教
え

る
佐
伯
さ
ん 

▲
 ▲

 

　
　
レ
シ
ー
ブ
の
技
術
を
教
え
る
杉
山

さ
ん
と
高
橋
さ
ん 

▲
 

▲
 

　
宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
「
は
つ

ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
in

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
が
11
月
19
日
、

鷹
巣
体
育
館
で
行
わ
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
や
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
と
の
親
善
試
合
な
ど
で
交
流

を
図
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
は
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
が
推
薦
す
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
、
全
日
本
経

験
者
等
に
よ
る
選
手
と
親
善
試
合
や

バ
レ
ー
指
導
者
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
等
を
開
催
し
、
健
全
な

家
庭
と
長
寿
社
会
に
対
応
し
た
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
宝
く
じ
の

普
及
広
報
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
ほ
か
ド
リ
ー
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
（
日
本
プ
ロ
野
球
名
球
会
と
日
本

プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）
が
あ
り
、

昨
年
の
５
月
に
大
仙
市
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

　
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
は
東
京
五
輪
で

東
洋
の
魔
女
と
し
て
ま
た
、
主
将
と

し
て
大
活
躍
し
た
河
西
昌
枝
さ
ん
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ

ダ
ル
の
森
田
淳
悟
さ
ん
、
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル

の
白
井
貴
子
さ
ん
や
秋
田
わ
か
杉
国

体
に
出
場
す
る
本
県
出
身
の
熊
沢
美

穂
さ
ん(

日
立
佐
和
・
リ
ヴ
ァ
ー
レ

＝
角
館
南
高
出)

、
伊
藤
智
美
さ
ん(

同

＝
聖
霊
高
出)

ら
13
人
が
出
場
し
約

７
０
０
人
の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手

で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　
午
前
中
は
、
中
学
生
や
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
対
象
と
し

た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
開
か
れ
、

白
井
さ
ん
、
江
上
さ
ん
ら
は
、
中
学

生
や
マ
マ
さ
ん
ら
の
手
を
と
っ
て
ト

ス
や
レ
シ
ー
ブ
の
基
本
技
術
を
教
え

て
い
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
鷹
巣
愛
好
会
、
田

代
ク
ラ
ブ
、
秋
田
ク
ラ
ブ
Ⅱ
と
９
人

制
で
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
と
の
親
善
試

合
が
行
わ
れ
、
鷹
巣
愛
好
会
は
、
第

１
セ
ッ
ト
15 
｜
６
、
第
２
セ
ッ
ト
15    

｜
９
と
負
け
は
し
た
も
の
の
名
選
手

た
ち
と
の
交
流
に
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

愛
好
会
の
出
川
則

子
監
督
は
「
貴
重
な

体
験
と
な
っ
た
。
で

き
れ
ば
勝
ち
た
か
っ

た
」
、
津
谷
美
由
紀

主
将
は
「
と
て
も
い

思
い
出
に
な
っ
た
。

教
わ
っ
た
こ
と
を
今

後
に
活
か
し
た
い
」

と
感
想
を
述
べ
て
れ

ま
し
た
。
　 

▲熱戦が展開された鷹巣愛好会ＶＳドリームチーム ▲コートチェンジ後に談笑するドリームチーム 

▲トスの技術を教える江上さん 

▲スパイクの技術を教える白井さん 
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市
立
浦
田
小
学
校
「
浦
田
っ
子
祭
り
」 

 

浦
田
小
学
校
に
隣
接
す
る
畑
で
収
穫
し
た
野
菜
を

児
童
ら
が
料
理
し
、
地
域
の
方
と
共
に
味
わ
い
交
流

を
深
め
る
浦
田
っ
子
ま
つ
り
が
11
月
11
日
、
同
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
児
童
た
ち
は
カ
レ
ー
・
お
で
ん
・
か
ぼ
ち
ゃ

の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
・
大
学
い
も
を
料
理
し
、
児
童
た

ち
が
模
擬
店
で
「
奥
さ
ん
、
買
い
に
来
て
く
だ
さ
い

よ
」
な
ど
寸
劇
で
ｐ
Ｒ
。 

　
児
童
を
代
表
し
柏
木
聡
子
さ
ん
が
「
４
月
の
苗
植

え
か
ら
収
穫
の
10
月
ま
で
全
校
児
童
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ
た
。
地
域
の
人
た
ち
、
お
じ
い
さ

ん
お
ば
あ
さ
ん
が
手
伝
っ
て
く
れ
て
立
派
な
作
物
が

で
き
た
。
感
謝
の
意
味
を
込
め
て
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
す
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

収
穫
に
感
謝
し
て 地域の方々を招いて開催された浦田っ子祭り 

冬に向け威勢よくスタートする選手 

冬
に
向
け
タ
イ
ム
を
競
う 

　
第
７
回
北
秋
田
市
長
杯
森
吉
山
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー

大
会
が
11
月
５
日
、
阿
仁
地
内
の
市
道
荒
瀬
川
線
を

コ
ー
ス
に
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
１
２

８
人
が
参
加
し
、
冬
に
向
け
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　
花
し
ょ
う
ぶ
園
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
田

口
阿
仁
支
所
長
が
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

冬
に
向
け
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
、
阿
仁
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
の
松
岡
会
長
は
「
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
冬
に
備

え
て
ほ
し
い
」
と
選
手
を
激
励
。 

 
 

競
技
は
小
学
校
４
〜
６
年
生
の
男
女
が
２
㎞
、
中

学
校
女
子
が
３
㎞
、
中
学
校
男
子
が
５
㎞
、
高
校
女

子
が
５
㎞
、
高
校
男
子
が
10
㎞
で
行
わ
れ
、
選
手
た

ち
は
沿
道
の
父
兄
な
ど
か
ら
声
援
を
受
け
、
紅
葉
真
っ

盛
り
の
コ
ー
ス
を
力
走
し
ま
し
た
。 

市
長
杯
森
吉
山
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
大
会 

　
本
物
の
杉
で
作
ら
れ
た
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
マ
ス

コ
ッ
ト
「
ス
ギ
ッ
チ
」
が
11
月
６
日
、
合
川
支
所
の

玄
関
前
に
設
置
さ
れ
、
来
庁
す
る
市
民
を
出
迎
え
て

い
ま
す
。  

　
こ
の
「
杉
の
ス
ギ
ッ
チ
」
は
、
桜
井
正
一
さ
ん
（
下

杉
）
が
間
伐
材
の
杉
を
利
用
し
、
約
２
週
間
か
け
て

制
作
し
た
も
の
で
、
桜
井
さ
ん
は
「
地
元
開
催
の
国

体
に
何
か
協
力
で
き
れ
ば
」
と
、
こ
の
杉
の
ス
ギ
ッ

チ
を
考
案
。
胴
体
は
木
の
枠
に
ス
ギ
の
葉
を
差
し
込

み
切
り
そ
ろ
え
、
目
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
足
は
杉
の

木
、
そ
の
足
に
は
お
風
呂
用
の
ス
リ
ッ
パ
を
履
い
て

い
る
身
長
１
５
０
㎝
の
ス
ギ
ッ
チ
で
す
。 

　
松
岡
合
川
支
所
長
が
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
国

体
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
国
体
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。 

本
物
の
「
ス
ギ
ッ
チ
」
が
登
場 

合
川
支
所
玄
関
前
に
設
置 合川支所玄関前に設置されたスギッチ 

　
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
に
11
月
15
日
、

光
で
飾
ら
れ
た
「
ス
ギ
ッ
チ
」
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

が
現
れ
、
国
道
７
号
線
を
走
る
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
の
目

を
引
き
付
け
ま
し
た
。 

　
薬
師
山
は
冬
季
、
ス
キ
ー
場
と
し
て
多
く
の
家
族

連
れ
や
小
学
校
の
ス
キ
ー
の
練
習
会
場
な
ど
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
地
元
今
泉
自
治
会
で
は
雪
の
降

ら
な
い
期
間
に
も
、
薬
師
山
や
そ
の
周
辺
一
帯
を
地

区
住
民
や
今
泉
地
区
を
訪
れ
る
人
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
今
年
か
ら
薬
師
山
の
登
山
道
整
備
や
山
腹

へ
の
コ
ス
モ
ス
の
植
栽
を
実
施
、
一
帯
の
環
境
整
備

に
取
り
組
み
、
こ
の
夏
に
は
、
ゲ
レ
ン
デ
中
腹
の
雑

草
を
刈
り
込
ん
で
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ス
ギ
ッ
チ
」
を
造
形
、
わ
か
杉
国
体
の
Ｐ
Ｒ
に
も

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。 

「
ス
ギ
ッ
チ
」
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
出
現 

今
泉
自
治
会
が
設
置
、
点
灯
期
間
は
来
月
25
日
ま
で
（
予
定
） 

薬師山の中腹に現れたスギッチのクリスマスツリー 
下側には小さなスギッチも 

５人の小中学生が発表した社会を明るくする運動作文コンテスト 

心
と
心
の
交
流
が
明
る
い
社
会
づ
く
り 

　
第
14
回
福
祉
の
集
い
が
11
月
11
日
、
合
川
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
小
中
学
生
の
作
文

発
表
や
市
民
団
体
に
よ
る
演
劇
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
発

表
で
は
５
人
の
小
中
学
生
が
登
壇
。
「
お
年
寄
り
の

み
な
さ
ん
と
の
温
か
い
心
と
心
の
交
流
が
、
も
っ
と

地
域
や
社
会
を
明
る
く
す
る
大
切
な
ふ
れ
あ
い
」
な

ど
と
発
表
。 

　
そ
の
後
、
合
川
に
わ
か
劇
団
が
「
愛
い
ち
り
ん
〜

昭
和
夢
模
様
〜
」
と
題
し
て
笑
い
あ
り
感
動
あ
り
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
演
劇
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
芸
能
発
表
や
民
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が

行
わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

第
14
回
あ
い
か
わ
福
祉
の
集
い 

　
㈲
小
笠
原
工
務
店
の
小
笠
原
寿
専
務
ら
が
11
月
13

日
、
市
役
所
を
訪
れ｢

小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

使
っ
て｣
と
、
野
球
場
な
ど
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
面
を
な

ら
す
木
製
レ
ー
キ
（
通
称｢

ト
ン
ボ｣

）
１
０
０
本
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
ま
た
合
わ
せ
て
、
11
月
５
日
に
行

っ
た
同
社
と
協
力
事
業
者
の
組
織｢

木
友
会｣｢

礎
会｣

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
で
の
収
益
金
の
う
ち
４
万
円
を
寄

贈
、
市
長
に
目
録
を
手
わ
た
し
ま
し
た
。 

　
市
役
所
を
訪
れ
た
の
は
、
小
笠
原
専
務
と
同
社
社

員
、
協
力
事
業
者
の
丸
徳
建
材
、
古
河
林
業
の
関
係

者
４
人
。 

　
目
録
を
受
け
取
っ
た
岸
部
市
長
は
「
大
変
あ
り
が

た
い
。
市
内
の
小
中
学
校
21
校
に
設
置
し
、
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。 

小
中
学
校
に
「
ト
ン
ボ
」
を
寄
付 

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
及
び
社
会
活
動
参
加
活
動
事
例 

岸部市長に寄付金の目録を、三澤教育長に「トンボ」 

を手わたす㈲小笠原工務店の小笠原寿専務 
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久しぶりの地区文化祭 　10月29日、自主講座の一層の充実を願って、坊沢

地区文化祭が開催されました。当日は、心配された

天気も上がり、展示作品や演示の観覧に１５０名の

皆様が訪れ一日を楽しみました。 

　演示では、大正琴、民謡坊沢ゴリエアロ、千川流

舞踊、マンドリンと女性コーラスの演奏や発表に大

きな拍手が送られていました。江戸大角力で活躍し

た坊沢出身の力士・白川徳右衛門展、和紙のおり絵、

布絵、俳句会誌「叢林」の展示も好評でした。 

　準備不足もありましたが、出演者と観客の熱意が

強く感じられました。来年も開催してほしいとの声

をいただき、関係者は喜んでおります。 

「親子の絆」の大切さを学ぶ
合川地区「子育て講演会」 

多彩な作品一堂に

 阿仁文化交流のつどい 

　「阿仁文化交流のつどい」が１１月１１日・１２日の

２日間、阿仁ふるさと文化センターで開催されました。

　１１日の前夜祭は、北秋田市で活躍しているアマチ

ュアバンド「スプリング・フォー」のコンサートで開

幕。絵や書道・手芸や陶芸などの多彩な作品展示も行

われ、文化交流がスタートしました。 

　１２日は作品展示と共にステージ発表が行われ、園

児のダンスや艶やかな舞踊・繊細な楽器の演奏など、

今までの練習の成果がにぎやかに披露されました。ま

た、婦人会によるバザーも大好評でした。地域の皆様

方が文化を通して触れ合える、心温まる芸術の秋のひ

と時でした。 

　なお、前夜祭のスプリング・フォーコンサートの模

様は後日、ＮＨＫで放映されることになっています。 

坊沢公民館文化祭 

▲大森山動物園の小松園長を講師に開催され
た子育て講演会。動物の子育てを例に、親子
の絆の大切さなどを学びました 

■
新
刊
図
書
の
ご
案
内 

「
月
下
の
恋
人
」 

　
浅
田
次
郎
／
著
　
光
文
社 

　
著
者
が
５
年
の
歳
月
を
か
け
て
書
き

綴
っ
た
心
を
と
き
ほ
ぐ
す
短
編
集
。
人

を
想
い
、
過
去
を
引
き
ず
り
、
日
々
を

暮
ら
す
。
読
む
人
を
優
し
く
包
ん
で
く

れ
る
一
冊
で
す
。 

「
が
ん
こ
な
肩
こ
り
」 

　
信
原
克
哉
／
著
　
小
学
館 

　
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
挿
絵
、
肩
こ

り
を
タ
イ
プ
別
に
詳
し
く
紹
介
。
肩
こ

り
で
お
悩
み
の
方
必
読
の
一
冊
。 

「
ち
ょ
い
太
で
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
　
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
ら
な
い
コ
ツ｣ 

　
鎌
田
実
／
著
　
集
英
社 

　
ほ
ん
の
少
し
の
こ
と
で
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
防
げ
る
。
実
は
す

こ
し
ぽ
っ
ち
ゃ
り
体
型
が
一
番
安
全
?!

臨
床
医
が
贈
る
健
康
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。 

「
お
か
あ
さ
ん
の
パ
ン
ツ
」
「
お
か
あ

さ
ん
の
パ
ン
ツ
２
」 

　
山
岡
ひ
か
る
／
著
　
絵
本
館 

　
お
し
り
に
ポ
ッ
チ
リ
、
さ
く
ら
ん
ぼ

の
パ
ン
ツ
。
も
し
、
お
か
あ
さ
ん
が
は

い
た
ら
…
。
か
わ
い
い
絵
で
こ
ど
も
心

を
く
す
ぐ
り
ま
す
！
読
ん
で
る
大
人
も

楽
し
く
な
る
絵
本
で
す
。 

 

■
今
回
の
企
画
図
書 

　
﹃
家
族
み
ん
な
で
一
人
一
冊
﹄ 

　
貸
出
返
却
期
日
12
月
17
日
ま
で 

▽
お
と
う
さ
ん
　
「
プ
ロ
論
。
２
」
堺

屋
太
一
／
著
「
心
は
実
験
で
き
る
か
」

ロ
ー
レ
ン
・
ス
レ
イ
タ
ー
／
著 

▽
お
か
あ
さ
ん
　
「
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー

ア
ド
バ
イ
ス
」
明
橋
大
二
／
著
　
「
ペ

イ
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
」
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ラ

イ
ア
ン
・
ハ
イ
ド
／
著 

▽
お
じ
い
ち
ゃ
ん
「
わ
か
ら
な
い
と
い

う
方
法
」
橋
本
治
／
著
「
い
い
言
葉
は

い
い
人
生
を
つ
く
る
」
斉
藤
茂
太
／
著 

▽
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
「
向
田
邦
子
の
遺
言
」

向
田
和
子
／
著
「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
／
島
田
洋
七
／
著 

▽
お
に
い
ち
ゃ
ん
「
正
し
い
保
健
体
育
」

み
う
ら
じ
ゅ
ん
／
著
「
大
正
時
代
の
身

の
上
相
談
」
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
／
編
「
長

崎
乱
楽
坂
」
吉
田
修
一
／
著 

▽
お
ね
え
ち
ゃ
ん
「
書
を
捨
て
よ
、
町

へ
出
よ
う
」
寺
山
修
司
／
著
「
死
神
の

精
度
」
／
伊
坂
幸
太
郎
／
著
「
つ
め
た

い
よ
る
に
」
江
國
香
織
／
著 

▽
こ
ど
も
　
「
バ
カ
な
お
と
な
に
な
ら
な

い
脳
」
養
老
孟
司
　
「
子
ぎ
つ
ね
ヘ
レ
ン

が
の
こ
し
た
も
の
」
竹
田
津
実
／
著 

▽
ち
い
さ
い
子
　
「
か
ら
す
の
パ
ン
や

さ
ん
」
か
こ
さ
と
し
／
著
　
「
14
ひ
き

の
ひ
っ
こ
し
」
い
わ
む
ら
か
ず
お
／
著

「
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
」
マ
ー
カ
ス
・

フ
ィ
ス
タ
ー
／
著
　
な
ど
な
ど･･･ 

　
　
◇
　
　
　
◇ 

　
師
走
の
あ
わ
た
だ
し
い
中･･･

あ
え
て
、

休
日
の
一
日
の
わ
ず
か
な
時
間
を
家
族

み
ん
な
で
読
書
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
読
書
を
通
し
て
、

忙
し
い
時
期
を
心
豊
か
に
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

　
小
さ
い
子
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
楽
し

め
る
図
書
を
揃
え
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
お
に
い
ち
ゃ
ん
向
け

の
本
を
、
お
ね
ち
ゃ
ん
が
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
向
け
の
を
読
ん
で
み
て
も
楽
し
い
し
、

話
も
弾
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
！ 

 

■
今
回
の
特
集 

　
「
ミ
ス
テ
リ
ー
に 

は
ま
ろ
う
！
」 

　
寒
い
夜
に
暖
か
い
部
屋
で
読
む
ミ
ス

テ
リ
ー
は
や
っ
ぱ
り
最
高
で
す
！
あ
な

た
の
お
気
に
入
り
の
一
冊
を
お
探
し
く

だ
さ
い
。 

◎
お
問
合
せ 

　
阿
仁
公
民
館
　
82 -

２
２
２
０ 

図
書
館
・
図
書
室
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
今
回
は
阿
仁
公
民
館
図
書
室
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

阿
仁
公
民
館
図
書
室
は
北
秋
田
市
４
館
の
中
で
最
も
小
規

模
で
す
が
、
毎
月
色
々
な
企
画
や
特
集
を
行
っ
て
お
り
、

読
書
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

●
訂
正
と
お
詫
び 

　
広
報
き
た
あ
き
た
11
月
16
日
号
、
８
・
９
頁
に

掲
載
し
た
写
真
の
う
ち
、
米
内
沢
小
学
校
と
合
川

北
・
東
小
が
、
ま
た
鷹
巣
南
小
と
鷹
巣
小
が
そ
れ

ぞ
れ
学
校
名
が
逆
で
し
た
。
訂
正
の
上
、
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。 

北
秋
田
市
ち
び
っ
こ
将
棋
教
室

■
開
催
日 

　
◇
12
月
26
・
27
・
28
　
（
３
回
） 

　
◇
１
月
５
・
９
・
10
・
11 
　
（
４
回
） 

■
時
　
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
頃 

■
会
　
場
　
市
中
央
公
民
館 

■
内
　
容 

駒
の
動
か
し
方
／
基
本
ル
ー
ル
／
戦
術
等
　
「
初
心

者
」
か
ら
「
経
験
者
」
ま
で
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
教
え

ま
す
。
特
に
将
棋
を
し
た
こ
と
の
な
い
初
心
者
は
大

歓
迎
！ 

■
講
　
師 

　
秋
田
県
将
棋
連
盟
県
北
支
部
会
員 

■
参
加
対
象
　 

　
北
秋
田
市
在
住
の 

　
小
学
生
　
20
人 

※
他
市
町
村
の
小
学
生
〜
保
護
者
の
送
り
迎
え
が
で

き
れ
ば
参
加
可
能
（
た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
お
断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
） 

■
申
込
〆
切 

　
平
成
18
年
12
月
22
日
（
金
） 

■
申
込
先 

北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
　 

※
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

�

62-

６
６
１
８ 

FAX 
63-

２
６
７
８ 

（
①
参
加
者
名
②
学
校
名

③
学
年
④
住
所
⑤
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）。 

参

加

者

募

集

！

おおずもう 

そうりん 

▲にぎやかにステージ発表などが行われた

平成１８年度阿仁文化交流のつどい 

　
合
川
公
民
館
と
あ
い
か
わ
保
育
園
保
護
者
会
の
主
催
で
11

月
11
日
、
「
子
育
て
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

の
あ
い
か
わ
保
育
園
に
は
、
園
児
の
保
護
者
や
地
域
住
民
約

１
３
０
名
が
訪
れ
、
子
育
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
合
い
ま
し
た
。 

　
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
の
は
秋
田
市
大
森
山
動
物
園

の
小
松
守
園
長
。「
は
じ
ま
り
は
、
親
と
子
の
絆

か
ら
」
と
題
し
、
動
物
の
育
児
の
映
像

を
ま
じ
え
な
が
ら
講
演
。「
ほ
乳
類

の
子
育
て
は
、
母
と
子
が
基
本

で
、
父
は
子
育
て
に
参
加
し

な
い
。
た
だ
人
間
だ
け
は
、

父
母
と
子
、
家
族
で
成
り
立

っ
て
い
る
」
な
ど
と
、
親
子

の
絆
と
、
命
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

北秋田市 
教育委員会 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA

きずな
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公 民 館 

文化会館 

スポーツ 

日　時　12月８日（金）　13：30～15：00 

場　所　中央公民館３階大教室 

講　師　青森大学大学院　教授　藤井　正美　氏 

内　容　太陽や月の動きを基にして様々の暦が作られ

てきました。太陰暦、太陰太陽暦、太陽暦の仕組み、

ラマダン、旧正月など世界の文化についてお話します。 

申し込み　12月７日（木）まで 

◎申し込み・お問い合わせ　市中央公民館  �６２－１１３０ 

 

日　時　12月９日（土）　９：30～13：00 

場　所　森吉コミュニティセンター　調理実習室 

講　師　若 松 康 夫 さん（能代市二ッ井町） 

材料費　１人　1300円（お持ち帰り分も含む） 

持ち物　エプロン、三角巾、タオル、筆記用具 

定　員　15名（定員になりしだい締め切ります） 

申し込み　12月５日（火）まで 

◎お問い合わせ　森吉コミュニティセンター 

　　　　　　　　　�７２－３２５９　FAX７２－３３７４ 

お知らせ 

平成20年春季開催 

 第59回 全国植樹祭 
テーマ「手をつなごう�森と水とわたしたち」

会場　北秋田市「北欧の杜公園」 

ﾊｯﾋﾟー ﾗｲﾌ公開講座『暦（カレンダー）の話』

平成19年開催 　 君のハートよ位置につけ 

北秋田市は、バレーボール、フェンシング 

山岳、アーチェリーの会場です 

第１回市民プール主催クリスマス会記録会
　少しでも泳げる方！記録にチャレンジしてみませ

んか？今年最後の最大イベントです！ 

日　時　12月24日（日）　受 付10：00～　 

　開 会 式11：45～　競技開始12：00～ 

　競技終了15：00　　一般開放16：00～ 

対　象　小・中・高生、一般　人　数　60人 

参加費　１種目500円※１人３種目まで 

種　目　自由形（25、50、100、200） 

　背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライ（25、50、100） 

　個人メドレー（100、200） 

※スタートは飛び込み台使用。ターンはタッチター

ンでも大丈夫です。 

※25㍍以上泳げる方なら、どなたでも参加できます 

　詳しくは市民プール受付までお問い合わせください。 

申し込み　12月10日（日）まで 

◎お問い合わせ　北秋田市民プール �６２－５００１ 

手打ちそば体験講座

 

 

北秋田市中央公民館　�６２－１１３０ 

【12月のロビー展】鷹巣地区小学校図画作品展 

12・３（日）平成18年度鷹巣地区「公民館まつり」 

  10:00～15:00 

　　５（火）手打ちそば作り講座 　   10:00～12:30 

　　６（水）手打ちそば作り講座 　   18:00～20:30 

　　９（土）「トライあんぐる」　 　   9:00～12:00 

　　　　　　　◆クリスマスツリーと正月かざり作り

　　17（日）親子でクリスマスケーキ作り9:30～13:00 

　　20（水）キャンドル作り講座 　   10:00～12:00 

合　川　公　民　館　�７８－２１１４ 

【ロビー展】織り姫クラブ（～13日） 

12・12（火）ことぶき大学講演会 　   10:00～12:00 

　　14（木）料理講習会ハタハタ寿し    10:00～12:00 

　　17（日）ハッピークリスマス会    10:00～13:00 

森　吉　公　民　館　�７２－３２５９ 

【サロン展】森吉短歌サークル｢彩の会｣（3日～28日) 

12・６（水）昔のおやつ作り教室 13:30～15:30 

　　９（土）手打ちそば体験講座 9:30～13:00 

　　10（日）松橋久太郎氏叙勲受章記念祝賀会 13:00～15:30 

　　15（金）布ぞうり作り教室　　　  10:00～15:00 

 浜辺の歌音楽館演奏会 18:30～20:00 

阿　仁　公　民　館　�８２－２２２０ 

12・４（月）いきいきスポーツ 10:00～12:00 

　　７（木）パンの花 10:00～12:00 

 

 

12・２（土）藤島尚子バレエスタジオ創立10周年記念公演 17:30～ 

　　　　　　　前売り3000円（当日3500円） 

　　９（土）劇団文化座公演「鈴が通る」 18:00～ 

 一般3000円（当日3500円） 

 中高校生1000円（当日同）小学生以下無料 

　　12（火）青色申告決算説明会 ①10:00～ ②14:00～ 

　　16（日）おはなしでてこい 14:00～ 

 

  

12・10（日）大館北秋田９人制バレーボール大会 

  森吉スポーツセンター 

　　16（土）第20回なわとび選手権大会 

  森吉スポーツセンター 

12・17（日）第３回津谷永光杯ユニカール大会 鷹巣体育館 

 スポーツセンター杯バスケットボール大会  

  森吉スポーツセンター 

植樹祭シンボルマーク 

鷹巣地区 

　鷹巣中央保育園 

　鷹巣東保育園 

　（私）鷹巣保育園 

　（私）南鷹巣保育園 

　（私）七日市保育園 

　（私）綴子保育園 

合川地区 

　あいかわ保育園 

森吉地区 

　米内沢保育園 

　前田保育園 

　浦田保育園（へき地） 

阿仁地区 

　阿仁合保育園 

　大阿仁保育園 

 

大町2-30 

栄字太田新田43-2 

東横町10-34 

脇神字高村岱140 

七日市字石倉岱18 

綴子字大堤26-1 

 

李岱字下豊田１ 

 

米内沢字御嶽84-1 

阿仁前田字下川端103-1 

浦田字上岱２ 

 

阿仁銀山字上新町71-1 

阿仁幸屋渡字前野7-19

62-2630 

62-2254 

62-1249 

62-1140 

66-2054 

62-0786 

 

78-9030 

 

72-4020 

75-2316 

73-2131 

 

82-3113 

84-2109

平成19年度園児募集施設一覧

※たかのす幼稚園（仮称） 

（私）鷹巣教会幼稚園 

坊沢字善千鳥坂17 

東横町10-33

62-2613・63-0878 

62-1049

保 育 園

幼 稚 園

平成19年度

保育園・幼稚園

　
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
（
公
立
・
私
立
）

で
は
、
平
成
19
年
度
の
園
児
を
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集
し
ま
す
。

募
集
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

    

■
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
は
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・
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お
お
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ね
生
後
２
カ
月
か
ら
５
歳
ま
で
で
、 

両
親
が
共
働
き
な
ど
の
事
情
で
家
庭
で
保
育 

で
き
な
い
お
子
さ
ん
で
す
。 

■
受
付
期
間 

　
12
月
１
日（
金
）〜
12
月
22
日（
金
） 

■
申
込
方
法
・
申
込
先
　 

　
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
各
支
所
市
民
福
祉

課
）
又
は
各
保
育
園
に
備
え
付
け
の
入
園
申

込
書
に
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
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※
市
内
に
住
所
を
有
す
る
お
子
さ
ん
が
、
他

の
市
町
村
の
保
育
園
に
入
園
を
希
望
す
る
場

合
の
申
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先
は
、
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
各

支
所
市
民
福
祉
課
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
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■
入
園
に
つ
い
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入
園
の
可
否
に
つ
い
て
２
月
下
旬
ま
で
に

決
定
し
、
保
護
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
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◎
お
問
い
合
わ
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市
福
祉
事
務
所
福
祉
課  

�

62-

１
１
１
３ 

　
合
川
支
所
市
民
福
祉
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�
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２
１
１
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森
吉
支
所
市
民
福
祉
課  

�

72-

３
１
１
６ 

　
阿
仁
支
所
市
民
福
祉
課  

�

82-

２
１
１
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    <

公
立
幼
稚
園> 

　
市
立
た
か
の
す
幼
稚
園
（
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称
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※
現
在
の
鷹
巣
北
・
西
幼
稚
園
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統
合
し
、 

新
た
に
発
足
す
る
予
定
の
幼
稚
園
で
す
。 

■
募
集
人
員
　
35 
人 

■
募
集
区
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４
歳
児
（
平
成
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年
４
月
２
日
か
ら
平
成
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年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生
児
）
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お
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５
歳
児
も
合
わ
せ
て
募
集
し
ま
す 

■
申
込
受
付
期
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12
月
１
日（
金
）〜
12
月
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日（
水
） 

■
申
込
方
法
・
申
込
先 

入
園
希
望
の
方
は
、
所
定
の
書
類
（
各
幼

稚
園
お
よ
び
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）

に
記
入
の
う
え
、
各
幼
稚
園
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
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■
選
考
方
法
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イ)

書
類
選
考
（
ロ)

面
接
選

考
（
ハ)

身
体
検
査
な
ど
の
方
法
に
よ
り

平
成
19
年
２
月
下
旬
ま
で
に
入
園
決
定
を

保
護
者
に
通
知
し
ま
す
。 

◎
お
問
い
合
わ
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鷹
巣
北
幼
稚
園  

�

63-

０
８
７
８ 

　
鷹
巣
西
幼
稚
園  

�

62-

２
６
１
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 <

私
立
幼
稚
園> 

　
鷹
巣
教
会
幼
稚
園 

■
募
集
区
分 

　
４
年
保
育
（
満
３
歳
児
）
／
３
年
保
育
／

２
年
保
育
／
１
年
保
育 

■
受
付
期
間
　 

　
11
月
１
日
か
ら
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。 

　
月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
17
時 

※
預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す 

◇
時
　
間
　
７
時
30
分
〜
17
時
30 
分
（
時
間

に
つ
い
て
は
ご
相
談
下
さ
い) 

※
給
食
も
あ
り
ま
す 

◎
お
問
い
合
わ
せ  

�

62-

１
０
４
９ 

　
認
定
こ
ど
も
園
に

向
け
て
準
備
中
で
す
。

詳
し
く
は
右
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

※現在の鷹巣北・西幼稚園が統合し発足する予定の幼稚園です 

鷹巣地区 
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夕暮れは　歩行者　自転車に　気をつけて　　～ ライトは早めにつけましょう ～　　　　　　　　 

　夕暮れ時は、１日の仕事の疲れなどで集中力が低下することや、周りの薄暗さで歩行者や自転車利用者な

どの発見が遅れ、交通事故が発生しやすくなります。 

　ライトを早めに点灯することによって、歩行者や自転車利用者の発見を早めるとともに、自分の車の存在

を早く知らせて相手に注意を促す効果もあります。 

◎運転者は早めにライトを点灯し、スピードを控え安全に停止できる速度で走行しましょう。             

　～ 車のライトは早めに点灯し、思いやり運転を ～ 

◎歩行者は、明るい目立つ服装や夜間反射する衣類を着用し、靴、帽子、バッグ、傘など 

　の持ち物に反射材をつけましょう。～ 夕暮れ時は、歩行者が見えません ～ 

◎自転車利用者の方は、運転者から見えやすいように自転車の前後や横から見える夜光反 

　射材をつけましょう。  ～ 自転車のライトは、必ず点灯しましょう ～ 

健　　康 

 
時間　９：00～12：00　※記入用紙があり手続き終了

まで30～40分かかります。余裕をもっておいでください。 

場所、期日　　　　　　　 

　北秋田市保健センター　12月４日（月）・18日（月） 

　合川保健センター　　　12月11日（月）・25日（月） 

　森吉支所　　　　　　　12月４日（月）・18日（月） 

　阿仁支所　　　　　　　12月11日（月） 

 

日　時　12月14日(木）　受　付　13：00～13：30 

場　所　北秋田市保健センター 

持　参　母子健康手帳、予診票 

 

期日、会場は各地区保健センター 

　鷹巣　12月13日（水）　合川　12月４日（月） 

　森吉　12月15日（金）　阿仁　12月27日（水） 

時　間　９：30～11：30 

内　容　健康相談、血圧測定等 

持　参　健康手帳（ない方は相談時にお渡しします） 

 

日　時　12月14日（木）13：15～15：15 

場　所　阿仁山村開発センター 

内　容　講話と実習｢自然食でメリークリスマス！｣　 

　　　　　講師　秋田自然食品センター　 

　　　　　　　　小玉智子　氏（栄養士・フードコンサルタント） 

定　員　先着40名まで（定員になり次第締め切ります） 

申込先　阿仁保健センター 

※阿仁地区のみバス送迎があります 

母子健康手帳交付

健康 相 談

◎お問い合わせ 
　北秋田市保健センター　�62－6666 
　合川保健センター　　　�78－4272　 
　森吉保健センター　　　�72－3455 
　阿仁保健センター　　　�82－2116 
　 

 

期　日　12月21日（木） 

場　所　鷹巣阿仁福祉環境部２階相談室 

受　付　15：00～16：00、相談時間　15：00～17：00 

相談対応医師　保健所嘱託医　 

申し込み　鷹巣阿仁福祉環境部  　　　�６２－１１６５ 

 

日　時　12月18日（月）13：00～15：00 

場　所　森吉コミュニティセンター 

内　容　講演　｢いのちの大切さ｣～自殺防止の現場から～ 

　　　　　講師　ＮＰＯ法人「蜘蛛の糸」 

　　　　　　　　　　　事務局長　　佐藤　久男　氏 

申込先　各地区センター 

※各地区からバス送迎があります 予防接種（ポリオ）

健康づくり教室

鷹 巣 高 校   
鷹 巣 技 術 専 門 校  
ハ ロ ー ワ ー ク た か の す  

10:00～12:30 
13:30～14:50 
15:20～16:30

12月13日（水）全血 

子育てサークル
時間は10：00～11：30（キッズパークは11：40まで） 

 

 

お知らせ 

サークル名 

キッズ・パーク 

みんなおいで 

 

親子ふれあい広場 

日にち 

15日 

第３火 

21日 

14日 

会　場 

北秋田市保健センター 

米内沢・浦田保育園 

前 田 保 育 園  

合川保健センター 

内　容 

クリスマス会 

園開放日 

クリスマス会 

クリスマス会 

精神保健相談・老人精神保健相談及びアルコール健康相談（要予約）

も ろ び 苑  
秋 田 工 業 阿 仁 工 場  
阿 仁 支 所  

10:00～11:30 
12:00～13:00 
14:30～16:00

12月22日（金）全血 

森 吉 支 所  
〃 

10:00～12:30 
13:30～16:00

12月25日（月）成分 ※成分献血は原則予約制です 

心の健康づくり講座

健康福祉ＩＣＴまるごと安心シンポジウム

日　時　12月３日（日）　13：30～16：30 

場　所　北秋田市交流センター 

内　容　・講演　演題「患者さま中心の医療とＩＴ化」

　　　　　講師　亀田メディカルセンター理事長 

　　　　　　　　　　　　　　　　 亀田　俊忠　氏

・パネルディスカッション 

　テーマ「ICTを活用した地域医療連携の可能性と課題」 

・企画展示 

　薬物乱用防止ポスター展、元気アップ体操上映コー

ナー、「ふきのとうホットライン」コーナー 

◎お問い合わせ　秋田県医薬事務課 �018-860-1427

　親子で楽しみながらクリスマスケーキを作ってみま

せんか。出来上がったケーキをみんなで試食します。

お持ち帰り用も作ります。 

日　時　12月17日（日）　９：30～13：00 

場　所　北秋田市中央公民館　調理室 

講　師　五代儀則子さん 

内　容　クリスマスハウス　ほか 

対　象　小学生以上の親子（祖父母も可） 

持　参　エプロン、三角巾、筆記用具 

材料代　１組1,000円程度（子供１人追加につき300円増) 

申し込み  12月４日（月)～12日（火) 

※但し、定員16組になり次第締め切ります。 

◎申し込み・お問い合わせ　 

　　　北秋田市中央公民館  �62-1130・FAX62-1669

（受付時間：期間中、最終日以外は毎日8：30～20：00) 

 

　牛乳パックを利用した手作りのろうそくで灯りを楽

しんでみませんか。 

日　時　12月20日（水）　10：00～12：00 

場　所　北秋田市中央公民館　調理室 

講　師　小林順子さん（大館市） 

内　容　アイスキャンドル・クリスマス用キャンドル 

対　象　どなたでも　定員20人 

持　参　エプロン　材料代  1,500円 

申し込み　12月１日（金)～11日（月) 

※但し、申し込み多数の場合は抽選。 

◎申し込み・お問い合わせは上記のケーキ作りと同じ 

中央公民館公開講座
☆親子でクリスマスケーキ作り☆　古い布を再利用して、お気に入りの一足作りに挑戦

してみませんか？～ 

日　時　12月15日（金）　10：00～15：00 

場　所　森吉コミュニティセンター　和室 

講　師　高橋清子先生　材料費　500円 

定　員　12名（定員になり次第締め切ります） 

＊経験したことがある方はご遠慮下さい。 

持ち物　昼食、木綿の布・布団針または木綿針 

　　　　はさみ・ものさし・洗濯はさみ４ヶ 

締　切　12月８日（金） 

◎申し込み･お問い合わせ 

　　　森吉コミュニティセンター　　  �７２－３２５９ 

 

日　時　12月14日（木）　10：00～12：00 

場　所　合川農村環境改善センター 

講　師　金田靖子さん　材料費　1,000円程度 

申し込み　12月８日（金）まで 

申し込み・お問い合わせ 

　　　合川公民館　�７８－２１１４　FAX７８－２１０６ 

 

日　時　12月17日（日）　10：00～13：00 

場　所　合川農村環境改善センター　 

対　象　園児・小学生　参加費　１人300円 

内　容　ピッコロによるおはなし会（人形劇、大型絵

　　　　本、紙芝居）、クリスマスクッキング 

　　　　※親子での参加も可 

申し込み　12月12日（火）まで 

◎申し込み・お問い合わせは上記の料理講習会と同じ 

お知らせ お知らせ 

☆キャンドル作り講座☆

北秋田警察署からのお知らせ ◎お問い合わせ　北秋田警察署　�６２－１２４５ 

布ぞうり作り教室

料理講習会〜ハタハタ寿し〜

ハッピークリスマス会

12月10日〜16日までは

『北朝鮮人権侵害問題啓発週間』です

　平成18年６月に「拉致問題その他北朝鮮当局によ

る人権侵害問題への対処に関する法律」が施行され、

これに伴い、毎年12月10日から16日までの期間が「北

朝鮮人権侵害問題啓発週間」となりました。この機

会に拉致問題など北朝鮮当局による人権侵害問題に

ついて考えてみましょう。 
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11月１日～15日届出分 

お誕生おめでとう 
　　　　ございます 

鈴 木 章 仁  

千 葉 範 子  

あ き ひ と  

の り こ  

　さん 

　さん 

本 屋 敷  

仙 台 市  

お二人の前途を 
　　　　祝福します 

倉 内 日 向   

佐 藤 由 良   

畠 山 月 乃   

津 谷 桂 名   

鈴 木 海 良   

飯 坂 歩 弥   

大関陽奈子  

檜 森 咲 良   

加 賀 光 生   

吉 田 有 佑  

( 　 )  
( 　 )  
( 　 )  
( 　 )  
( 　 )  
( 　 )  
( 　 )  
( 　 )  
( 　 )  
( 　 )

東 中 岱  

堂 ヶ 岱  

あけぼの町 

旭 町  

昭 和  

旭 町  

宮 前 町  

新舟見町  

桂 瀬   

阿仁吉田 

長女 

長女 

長女 

長女 

二男 

長女 

長女 

長女 

二男 

長女 

悠紀 

桂 

智子 

由貴子 

忍 

明美 

絵理子 

寛子 

恵 

美紀子 

ひ な た  

ゆ　　ら 

つ き の  

け い な  

か い ら  

あ ゆ み  

ひ　な　こ 

さ く ら  

こうしょう 

ゆ　　う 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

今月の休館日  

市立　　　図書館 

上杉あいターミナル　　 �７８－９２９０ 

開館時間９：００～１７：００ 

ひまわりの家　　　　　　　�７８－４０２５ 

鷹　巣 
森　吉 

鷹巣  �６２－３３１１ 

開館時間９：００ ～１７：００ 

森吉  �７２－３１９２ 

開館時間８：３０ ～１９：００ 

６、１３、１７、２０、２３、２７、２９、３０、３１日 

２、３、７、９、１０、１６、１７、２３、２４、２９、３０、３１日 

４、１１、１８、３０、３１日 

（ 

税 の納期限 

12月25日まで 

国民健康保険税 第６期 
固 定 資 産 税 第４期 

※鷹巣図書館のみ１日～６日は蔵書点検のため休館 

○
応
急
の
診
察
を
要
す
る
人
。
 

○
往
診
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

○
仕
事
や
職
場
の
都
合
で
夜
間
診

　
療
を
受
け
る
場
合
は
、
診
療
に

応
じ
か
ね
ま
す
。
 

※
年
齢
・
病
気
の
病
状
に
か
か
わ

　
ら
ず
当
番
医
に
電
話
等
で
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。
 

（午後６：３０～９：００） 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

曜 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

電話番号 

63－2700 

62－1155 

62－1455 

69－5300 

63－0515 

62－1400 

62－2261 

62－1455 

62－1420 

62－2882 

60－1055 

62－1146 

63－0105 

62－1101 

62－1267 

62－2261 

医 療 機 関 名  

たむら内科クリニック 

近 藤 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

毛利整形外科クリニック 

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

石川耳鼻咽喉科医院 

津 谷 内 科  

北 秋 中 央 病 院  

佐藤外科消化器科医院 

藤 原 医 院  

う え だ クリニック  

奈 良 医 院  

佐々木産婦人科医院 

盛 岡 外 科 医 院  

と し ま 医 院  

津 谷 内 科  

   

人のうごき 

おくやみ申し上げます 
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坊沢相善町 

田 中  

藤 株  

大 堤  

鷹巣大町 

舟 場  

新 田 中  

坊沢相善町 

旭 町  

坊沢緑ヶ丘 

東 横 町  

掛 泥  

鷹巣大町 

道 城  

芹 沢  

合 川   

上 杉   

梅 栄  

米内沢駅前 

寄 　 延  

大 岱   

下 羽 立  

阿仁銀山  

阿仁水無 

阿仁比立内 

佐 藤 ミ ヱ   

九 島 友 二   

本城喜代治  

高橋カチヱ  

河田三之亟  

藤島キミヱ  

吉田仁一郎  

長崎重治郎  

根 元 　 工   

津 谷 ナ チ   

大川與吉郎  

成 田 貞 三   

池 端 綾 子  

松 橋 直 一   

土濃塚千穂  

後 藤 ア サ   

関　　定雄  

畠 山 ユ ミ   

大 川 イ マ   

工 藤 豊 　   

工 藤 　 稔   

金 澤 三 雄   

武石タマ子  

吉 田 竹 治   

西 根 直 勝   

 　 　 　 　  

ゆ う じ  

き よ じ  

 　 　 　 　  

さんのじょう 

 　 　 　 　  

にいちろう  

 

じゅうじろう　 

たくみ 

 　　　　 

よきちろう　 

ていぞう　 

あ や こ 　 

なおいち　 

ち　 ほ　 

 

さだお　 

 

 　　　　 

とよぞう　 

みのる 

み つ お 　 

 

た け じ 　 

なおかつ　 

松 井 保 志   

泉 　 智 子   

や す し  

と も こ  

 

　さん 

　さん 

福 田   

大 館 市  （ 
九 島 光 夫   

高 田 多 喜 子  

み つ お  

た き こ  

 

　さん 

　さん 

鶴 田   

舟 見 町  （ 
三 浦 知 一   

松 橋 真 由 美  

ともかず 

ま ゆ み  

　さん 

　さん 

上 杉  

林 岱  （ 
齋 藤 優 樹   

佐 藤 紗 弥 嘉  

ゆ う き  

さ や か  

　さん 

　さん 

新 田 目  

川 井  （ 

78 

82 

68 

81 

86 

75 

89

市では臨時職員を募集します
業務名　圧雪、コース整備、格納庫管理、除雪業務 

年　齢　30歳～40歳　採用人員　１人 

雇用期間　12月15日～翌年３月18日まで 

就業場所　北秋田市高津森クロスカントリーコース

就業時間　午前６時～午後３時 

資格・免許　大型特殊免許、車両系建設機械 

賃金形態　日給９,４００円 

申込方法　履歴書、免許証、車両系建設機械講習修

　　　　　了証を持参のうえ、観光振興課まで 

申込期間　12月１日（金）～６日（水） 

選　考　書類選考 

◎お問い合わせ　阿仁支所観光振興課 �８２－２１１７ 

飲酒運転追放強調月間
スローガン「県民の　力でなくそう　飲酒運転」

実施期間　12月１日〜31日までの１カ月間

 

 

　主要地方道二ツ井森吉線「たたらトンネル」は、ト

ンネル補修工事のため次のとおり通行規制を行ってお

りますのでご協力をお願いします。 

■場　　所 

　能代市二ツ井町 

　麻生地内 

■規制内容 

　終日全面通行止め 

■迂回道 

・仁鮒麻生線、たたら線 

■期　　間 

　平成18年11月20日～ 

　平成19年 3 月31日 

◎お問い合わせ　山本地域振興局　  �0185-52-6109

通行規制 

至増沢 

麻生 下田平 

通行規制区間 

迂回路 

米代川 

阿仁川 

至国道７号線 

ご自身の年金記録を確認し、将来の年金受給に備えましょう　〜年金記録相談の特別強化体制を実施しています〜

　社会保険庁では、平成９年１月に年金制度間に共通する「基

礎年金番号」を導入し、それまで加入していた国民年金・厚生

年金等の年金手帳記号番号を基礎年金番号に収録することによ

り、各年金制度を通じた記録の整備に取り組んでいます。年金

加入記録については、以下の方法により確認できます。 

①インターネットで確認できます 

（社会保険庁ホームページアドレスhttp ://www.s ia .go . jp/） 

基礎年金番号がお分かりの方は、社会保険庁ホームページより

年金加入記録閲覧のお申し込みが可能です。 

②電話でお申し込みできます 「ねんきんダイヤル」�0570-05-1165 

　基礎年金番号がお分かりの方は、本人確認を行ったうえで、

年金加入記録をご自宅に郵送します。 

③社会保険事務所へお越しください 

　基礎年金番号がお分かりでない方でも、本人確認ができる書

類（運転免許証、保険証等）をお持ちになって、最寄の社会保

険事務所へお越しください。 

～年金加入記録・納付記録に疑問がある場合は～ 

　最寄の社会保険事務所へご相談ください。ご自身の年金記録

に少しでも不安や疑問をお持ちになられた皆様に、ご自身の年

金記録を積極的にご確認いただくとともに、疑問にお答えでき

るよう、本年12月末まで、年金記録相談の特別強化体制を県

内の各社会保険事務所で取っています。この機会にぜひご利用

いただき、ご安心いただけるようご案内します。 

※共済組合期間の記録は各共済組合において管理されています

が、社会保険事務所で確認できない場合がありますのでご注意

ください。 

◎お問い合わせ　鷹巣社会保険事務所　　　�６２－１３０８ 

　　　　　　　　市役所保険課　 　      �６２－１１１７ 

●
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で
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。
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。
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者
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。
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認
定
農
業
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青
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告
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た
す
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は
保
険
料
助
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あ
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。
 

・
保
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料
は
社
会
保
険
料
控
除
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な
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節
税
効
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あ
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ま
す
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農家のみなさんへ

「農業者年金」に

加入しましょう

「農業者年金」に

加入しましょう

「農業者年金」に

加入しましょう

英行 

武 

将之 

武光 

淳 

聡宏 

洋文 

正太 

光也 

和行 
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平成18年度市文化会館自主公演事業 

劇団文化座公演「鈴が通る」

〔前売券取扱所〕 

・日活書店・いとく鷹巣南店・北秋協販・大川教材社 

・森吉コミュニティセンター・阿仁公民館・合川公民館 

・ひまわりの家・市中央公民館・大館市民文化会館 

■開場　18：00～ 
■開演　18：30～ 
〔入場料金〕 
・一　　般　3000円 
　当　　日　3500円 
・中高校生　1000円 
　当　　日　同　円 
・小学生以下無料 
※前売りで座席数完売の時
は当日券はありません。 
※電話での予約販売は不可 

◎お問い合わせ 
　北秋田市文化会館 
　　　　　�６２－３３１１ 

会場　北秋田市文化会館 

　敗戦から５年経ったある村。後家のそめは農作業や子守り

もこなすしっかり者。しかし毎月26日になると取りつかれた

ようによそ行きの着物を着、鈴を結わえ付け、村の道を歩い

て行くのだった。そめに会い、あるいはその鈴の音を聞く者

たちそれぞれの心に微かな波紋が巻き起こる。 

１ １ / 

第26回

●参加受付　９：００～（開会式９：５０） 

●スタ−ト　【２㎞】１０：３０ 【４㎞】１０：５０ 

●集合場所　北秋田市中央公民館 

●参 加 料　３００円（ゼッケン代として当日納入） 

●申込期限　12月20日（水）　※当日の申し込みも 

　　　　　　可能ですが、完走証に名前が記入され

　　　　　　ません。 

◎申し込み　鷹巣体育館  �62-3800  FAX62-3801

●チャレンジコ－ス４㎞　 
●ファミリーコース２㎞ 

（市役所本庁舎周辺） 

元旦マラソン

参加者募集 

−輝け！
　未来と君の汗−

阿仁スキー場阿仁スキー場阿仁スキー場
営業期間＝2006/12/14〜2007/3/25営業期間＝2006/12/14〜2007/3/25

サンシャインコース復活サンシャインコース復活

ゴンドラで直行する「神秘の世界」

　�〜阿仁の樹氷まつり〜
開催期間＝１月13日〜３月４日

ゴンドラで直行する「神秘の世界」

　�〜阿仁の樹氷まつり〜
開催期間＝１月13日〜３月４日

家族みんなで参加しよう！ （月） （土） 

区　分 券　種 平　日 土・休日 

おとな 
１日券 

４時間券 

子ども 
シニア 

１日券 

４時間券 

２,８００円 

２,０００円 

１,８００円 

１,２００円 

３,３００円 

２,５００円 

２,３００円 

１,７００円 

今シーズン　全リフトフル営業 

待望の４時間券も登場！ 

※森吉スキー場は今シーズン営業休止です 

◆リフト・ゴンドラ共通券（８：30～16：30） 

※４時間券は購入時より４時間有効 

※子ども料金は小学生、シニアは60歳以上 

※リフト・ゴンドラ営業は天候・日照時間な 
　どにより変更になる場合もあります　 
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